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萩
市
が
新
た
な
観
光
施
設
と
し
て
整

備
し
た
「
萩
・
明
倫
学
舎
」
が
江
向
の

旧
明
倫
小
学
校
校
舎
を
改
修
し
３
月
４

日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
来
館
者
は
開
館
か
ら
わ
ず
か
45
日

目
の
４
月
17
日
、
５
万
人
を
突
破
し

た
。
年
間
10
万
人
（
月
間
平
均
８
千

人
）
と
い
う
目
標
を
大
幅
に
上
回
る

ペ
ー
ス
。
本
館
は
無
料
と
は
い
え
、
有

料
と
な
る
２
号
館
に
も
３
割
程
度
の

１
万
５
０
０
０
人
超
が
入
館
し
て
い
る
。

　
萩
藩
校
「
明
倫
館
」
跡
地
に
あ
る
明

倫
小
学
校
の
木
造
の
校
舎
２
棟
を
改
築

し
た
。
明
倫
館
は
１
７
１
８
（
享
保

２
）
年
に
設
立
、
１
８
４
９
（
嘉
永

２
）
年
に
現
在
地
に
移
転
し
た
。
木
造

校
舎
は
２
階
建
て
で
１
９
３
５
（
昭
和

10
）
年
に
建
築
さ
れ
、
２
０
１
４
年
３

月
ま
で
明
倫
小
学
校
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
。
国
登
録
有
形
文
化
財
の
本
館
と

２
号
館
を
耐
震
化
し
改
修
、
総
事
業
費

は
約
13
億
８
千
万
円
で
、
国
の
交
付
金

や
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
た
。
総
延
べ

床
面
積
は
約
３
８
６
０
平
方
㍍
。

◦
「
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」

　
大
型
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
で
観
光
名
所

萩
・
明
倫
学
舎

３
月
４
日
オ
ー
プ
ン
！
萩
の
歴
史
を
学
び
、
観
光
の
出
発
点
に

を
映
像
で
紹
介

◦「
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」

　
笠
山
周
辺
、
長
門
峡
、
須
佐
ホ
ル
ン

フ
ェ
ル
ス
、
龍
が
通
っ
た
道
を
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
」
で
立
体

的
な
映
像
で
紹
介
、
地
元
の
火
山
大
地

の
成
り
立
ち
な
ど
を
学
べ
る

◦
「
復
元
教
室
」

　
昭
和
30
年
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
懐
か

し
い
木
造
校
舎
の
雰
囲
気
を
楽
し
め
る

◦
「
明
倫
小
学
校
展
示
室
」

　
昭
和
10
年
に
開
校
し
た
明
倫
小
の
歴

史
を
紹
介
。
昭
和
33
年
に
は
児
童
数

３
０
９
２
人
、
57
学
級
を
数
え
全
国
有

数
の
大
規
模
校
で
あ
っ
た

◦
「
天
井
裏
見
学
室
」

　
歴
史
的
な
木
造
建
築
の
屋
根
裏
構
造

を
見
る
こ
と
が
で
き
る

◦
「
萩
藩
校
明
倫
館
展
示
室
」

　
全
国
の
藩
校
と
の
比
較
な
ど　

◦
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
萩
暦
」

　
割
烹
・
千
代
が
運
営
し
、
萩
の
旬
の

味
覚
が
味
わ
え
る
。
有
名
シ
ェ
フ
の
熊

谷
喜
八
氏
や
奥
田
政
行
氏
が
監
修
し
た

料
理
や
デ
ザ
ー
ト
が
楽
し
め
る
。

◦
「
お
土
産
シ
ョ
ッ
プ
」

◦
「
多
目
的
復
元
教
室
」
の
イ
ベ
ン
ト

紙
芝
居
（
木
曜
日
を
除
く
毎
日
）、

シ
ョ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
４
月
29
～

30
日
、
５
月
３
日
～
７
日
）

◦
「
幕
末
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　
下
関
市
の
小
川
忠
文
さ
ん
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
江
戸
時
代
の
大
砲
や
天
文
・
科

学
な
ど
の
資
料
約
４
０
０
０
点
の
う
ち

５
０
０
点
を
展
示
。
日
曜
と
水
曜
日
に

は
小
川
氏
が
来
館
し
、
展
示
資
料
の
解

説
を
行
う

◦
「
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
萩
市
内
の

５
資
産
が
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
な

ど
を
紹
介
。
江
戸
時
代
の
製
鉄
を
学
ぶ

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
足
で
板
を
踏
ん
で
火

に
風
を
送
る
「
ふ
い
ご
」
を
体
験
で
き

る

■
本
館

■
２
号
館

90
㍍
の
長
い
廊
下（
本
館
）

多
目
的
復
元
教
室
で
の
紙
芝
居

朗
唱
教
育
「
松
陰
先
生
の
こ
と

ば
」
ビ
デ
オ
上
映

昭
和
32
年
に
完
全
給
食
（
パ
ン
、
ミ
ル

ク
、
副
食
）
が
始
ま
り
、
42
年
に
脱
脂

粉
乳
か
ら
生
牛
乳
（
瓶
入
り
）
に

21-2018

５万人
突破
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任
期
満
了
に
伴
う
萩
市
長
選
挙
が
３

月
19
日
投
開
票
さ
れ
、
新
人
の
藤
道
健

二
氏
（
57
歳
）
が
、
現
職
の
野
村
興
児

氏
（
72
歳
）
を
約
千
票
の
僅
差
で
破
っ

て
初
当
選
し
た
。

　
藤
道
氏
は
有
効
投
票
数
の
う
ち
、
約

52
％
の
１
万
３
８
２
３
票
を
獲
得
、
合

併
後
４
期
目
、
旧
市
町
村
時
代
か
ら
通

算
す
る
と
７
期
目
に
挑
ん
だ
野
村
氏
を

逆
転
し
た
。

　
市
長
選
挙
は
合
併
後
４
回
目
で
、
当

日
有
権
者
数
は
４
万
３
０
８
６
人
、
投

票
率
は
62
・
34
％
（
前
回
は
47
・
11
％
）

で
し
た
。

　
３
月
26
日
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
野

村
市
長
の
退
任
式
が
24
日
、
市
役
所
で

あ
っ
た
。

　
野
村
前
市
長
は
「
初
め
て
市
長
に
就

任
し
た
１
９
９
３
年
当
時
は
、
地
方
自

治
体
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た

時
期
だ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
改
革
を
実

行
し
て
き
た
が
、
職
員
と
私
は
自
治
体

行
政
の
魂
を
今
な
お
共
有
し
て
い
る
と

思
う
。
今
ま
で
培
わ
れ
た
努
力
、
自
治

に
対
す
る
精
神
と
心
を
萩
市
の
宝
物
と

し
て
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
階
の
市
長
室
か
ら
１
階

の
玄
関
ま
で
、
職
員
や
市
民
な
ど
約

５
０
０
人
が
並
ん
で
見
送
り
の
花
道
を

つ
く
っ
た
。
涙
ぐ
む
女
性
職
員
の
な
か
、

両
手
に
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
花
束
を

抱
え
、
笑
顔
で
萩
市
役
所
を
去
っ
た
。

　
野
村
前
市
長
は
、
国
税
庁
調
査
査
察

部
長
な
ど
を
経
て
、
１
９
９
３
年
の
旧

萩
市
長
選
で
初
当
選
。
旧
萩
市
長
を
３

期
、
合
併
後
の
萩
市
長
を
３
期
、
通
算

６
期
24
年
間
に
わ
た
っ
て
萩
市
の
か
じ

取
り
役
を
務
め
た
。

　
初
当
選
し
た
藤
道
健
二
市
長
は
、
３

月
27
日
初
登
庁
し
た
。

　
藤
道
市
長
は
市
役
所
幹
部
職
員
を
前

に
「
こ
れ
ま
で
金
融
機
関
に
勤
め
て
き

た
経
験
が
あ
り
、
民
間
人
と
し
て
の
経

営
感
覚
と
常
識
を
市
政
に
持
ち
込
み
た

い
」
と
決
意
を
示
し
、「
人
口
減
少
と

高
齢
化
、
地
場
産
業
の
低
迷
な
ど
は
構

造
的
な
問
題
。
市
民
の
た
め
に
何
を
し

た
ら
い
い
か
と
い
う
市
民
目
線
を
大
切

に
し
、
官
民
が
連
携
し
て
仕
事
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
に
」
な

ど
と
訓
示
し
た
。

　
就
任
会
見
で
は
「
喜
び
よ
り
も
責
任

の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。

萩
が
元
気
な
町
に
生
ま
れ
変
わ
る
よ
う
、

市
民
を
巻
き
込
ん
で
変
革
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、「
文

化
財
中
心
の
ハ
コ
モ
ノ
予
算
を
見
直
す
。

萩
・
明
倫
学
舎
の
３・４
号
館
の
整
備

や
旧
藩
校
施
設
の
孔
子
廟
の
移
設
計
画

に
つ
い
て
は
、
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ

て
続
け
る
べ
き
か
ど
う
か
、
有
識
者

ら
に
よ
る
委
員
会
を
設
け
て
検
討
し
直

す
」
と
話
し
た
。

「老兵は姿を失うが、
　　　その心は生き続ける」

野村前市長
「市民ファースト、

　　　市民目線で萩を元気にしたい」

藤道新市長

萩市長選挙　藤道新市長が誕生

候補者名 得票数（票）

当 藤 道 健 二 　13,823　

野 村 興 兒 12,805　

無効投票等 　　232　

計   26,860　

開票結果■
新
市
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
道　
健
二　
１
９
５
９
年
８
月
生
ま

れ
（
57
歳
）

住
所　
萩
市
浜
崎
新
町

学
歴　
明
倫
小
、
明
経
中
、
萩
高
等
学

校
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
卒
業
（
30

期
）、
一
橋
大
学
経
済
学
部
83
（
昭
和

58
）
年
卒
業

略
歴　
株
式
会
社
日
本
長
期
信
用
銀
行
、

中
小
企
業
金
融
公
庫
（
現
、
株
式
会
社

日
本
政
策
金
融
公
庫
）
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佐
々
並
の
旧
小
林
家
住
宅

　
地
域
交
流
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン

　
萩
往
還
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た

佐
々
並
市い

ち
で
、
明
治
期
に
建
て
ら
れ

た
商
家
「
旧
小
林
家
住
宅
」
が
保
存

整
備
さ
れ
４
月
15
日
、
交
流
活
動
拠

点
「
萩
往
還
佐
々
並
お
も
て
な
し
茶

屋
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
佐
々
並
市
は
萩
城
下
町
か
ら
三
田

尻
港
（
現
防
府
市
）
を
結
ぶ
萩
往
還

の
中
継
地
と
し
て
整
備
さ
れ
、
萩
藩

主
が
休
憩
や
宿
泊
す
る
「
御
茶
屋
」

や
、
藩
主
に
随
行
し
た
重
臣
が
宿
泊

す
る
「
御
客
屋
」
が
設
け
ら
れ
た
。

現
在
も
、
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て

の
町
並
み
が
残
り
、
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ

て
い
る
。

　
旧
小
林
家
住
宅
は
、
佐
々
並
市
伝

建
地
区
の
中
心
地
に
あ
り
、
江
戸
時

代
に
は
萩
往
還
を
行
き
来
す
る
人

馬
の
取
次
な
ど
を
管
理
し
て
い
た

「
目も

く
だ
い
し
ょ

代
所
」
が
あ
っ
た
場
所
に
建
つ
。

現
在
の
建
物
は
、
明
治
初
期
に
建
て

ら
れ
た
主
屋
と
大
正
後
期
の
土
蔵
な

ど
か
ら
な
り
、
建
物
の
寄
付
を
受
け

た
市
が
保
存
整
備
工
事
を
行
っ
た
。

　
改
修
し
た
古
民
家
を
公
開
す
る
と

と
も
に
、
地
元
の
「
萩
往
還
佐
々
並

み
ど
う
し
ん
て
や
ろ
う
会
」
が
来
訪

者
の
お
も
て
な
し
や
、
佐
々
並
豆
腐

や
漬
け
物
な
ど
の
加
工
品
や
地
元
産

品
、
木
工
作
品
な
ど
の
販
売
、
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
地
域
を
盛
り
上
げ
る
。

　
お
も
て
な
し
茶
屋
の
利
用
時
間
は
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
水
曜
日
休

み
）。

（
０
８
３
８・５
６・０
０
３
３
）

　
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
７
月
28
日

の
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
で
被
害
を

受
け
た
萩
市
須
佐
の
「
港
橋
」
が
復
旧

し
、
３
月
23
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

３
年
８
カ
月
ぶ
り
に
通
行
止
め
が
解
除

さ
れ
た
。

　
７
月
28
日
の
豪
雨
で
須
佐
川
が
あ
ふ

れ
護
岸
が
崩
壊
し
た
。
地
区
の
中
心
部

に
あ
っ
た
５
橋
の
う
ち
虹
橋
が
流
さ
れ
、

港
橋
は
橋
脚
が
え
ぐ
ら
れ
使
用
不
能
に

な
っ
た
。

　
復
旧
事
業
は
、
河
川
を
管
理
す
る
県

が
河
口
か
ら
約
1.6
㌔
の
川
幅
を
広
げ
て

い
る
。
虹
橋
は
市
が
復
旧
し
、
港
橋
は

　
世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
の
構
成
資
産
で
あ
る
萩
市
紫
福

の
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
に
、
団
体

客
を
収
容
で
き
る
展
示
休
憩
室
「
大
板

山
た
た
ら
館
」
が
完
成
し
、
３
月
25
日

に
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

　
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
は
砂
鉄
か
ら
農
具

な
ど
を
作
る
江
戸
時
代
の
製
鉄
所
。
同

じ
く
構
成
資
産
で
あ
る
椿
東
の
恵
美

須
ヶ
鼻
造
船
所
に
船
ク
ギ
や
い
か
り
な

ど
を
供
給
し
た
。

　
た
た
ら
館
は
、
遺
跡
前
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
、
木
造
平
屋
建
て
約
94

萩
市
の
災
害
復
旧
事
業
と
河
川
改
修
に

併
せ
山
口
県
が
施
行
し
た
。

　
橋
は
橋
脚
の
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、

河
川
の
拡
幅
に
よ
り
長
さ
が
３
㍍
伸
び

て
23
㍍
に
、
幅
は
８
㍍
、
総
事
業
費
は

約
４
億
６
７
０
０
万
円
。

　
港
橋
は
国
道
１
９
１
号
の
中
津
交
差

点
と
漁
業
集
落
を
結
ぶ
重
要
路
線
で
、

和
田
眞ま

さ
の
り教

副
市
長
（
当
時
、
３
月
26

日
退
任
）
が
「
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
橋
に
な
っ
た
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
港
橋
は
豪
雨
災
害
に
関
す
る
萩
市
の

最
後
の
復
旧
工
事
に
な
る
。
今
後
は
、

国
が
進
め
て
い
る
国
道
１
９
１
号
の

「
中
津
橋
」、
県
が
進
め
る
市
道
の
「
龍

背
橋
」
の
工
事
が
、
２
０
２
０
年
の
完

成
を
目
指
し
て
い
る
。

今
年
も
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
ほ
か
、

世
界
遺
産
や
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
、
ジ
オ

パ
ー
ク
関
連
な
ど
、
紫
福
の
資
産
を
巡

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
検
討
し

て
い
る
。

紫
福
の
世
界
遺
産「
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
」に

展
示
休
憩
室
が
完
成

須
佐
の「
港
橋
」竣
工
７
・
28
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
の
シ
ン
ボ
ル

平
方
㍍
。
内
部
は
団
体
客
30
人
を
収
容

で
き
る
研
修
室
と
ガ
イ
ド
の
待
機
所
が

あ
る
。
事
業
費
は
約
２
２
８
０
万
円
。

　
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
で
は
、
世

界
遺
産
に
登
録
決
定
後
に
来
訪
者
が
急

増
し
、
昨
年
末
ま
で
に
約
２
万
５
千
人

が
訪
れ
て
い
る
。

遺
跡
を
管
理
し
現
地
ガ
イ
ド
を
行
っ
て

い
る
「
福
栄
文
化
遺
産
活
用
保
存
会
」

の
小
野
興
太
郎
会
長
は
「
ス
ペ
ー
ス
が

広
く
団
体
客
も
利
用
で
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
る
。

　
同
保
存
会
で
は
、
昨
年
は
春
と
秋

の
２
回
、「
た
た
ら
ま
つ
り
」
を
開
催
。

旧小林家住宅 萩往還沿いの主屋外観

主屋内部 土間
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「
萩
お
も
て
な
し
大
賞
」
の
表
彰
式

が
２
月
24
日
行
わ
れ
、
む
つ
み
吉
部
の

猫
寺
「
雲う

ん
り
ん
じ

林
寺
」
が
市
民
部
門
で
大
賞

を
受
賞
し
た
。

　
雲
林
寺
は
、
中
心
部
か
ら
車
で
約
30

分
離
れ
た
山
間
部
の
む
つ
み
吉
部
に
あ

る
臨
済
宗
の
寺
。
本
堂
や
境
内
に
は
大

小
さ
ま
ざ
ま
の
猫
の
置
物
が
約
６
０
０

個
設
置
さ
れ
、「
猫
寺
」
と
し
て
口
コ

ミ
や
ネ
ッ
ト
で
広
ま
り
、
全
国
各
地
か

ら
猫
好
き
が
訪
れ
て
い
る
。
最
近
は
台

湾
や
香
港
な
ど
外
国
人
観
光
客
が
増
加

し
、
外
国
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成

す
る
な
ど
、
萩
市
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

全
国
的
に
「
猫
寺
」
と
し
て
有
名

猫
ブ
ー
ム
の
な
か
隠
れ
癒
し
ス
ポ
ッ
ト

む
つ
み
吉
部
の
「
雲
林
寺
」

川
上
の
岡
崎
酒
造

マ
レ
ー
シ
ア
に
日
本
酒「
長
門
峡
」を
輸
出

ら
の
舌
を
噛
み
切
っ
て
主
人
の
お
供
を

し
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。

　
猫
寺
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
角
田

住
職
の
母
の
親
友
が
集
め
て
い
た
招
き

猫
数
十
体
を
、
形
見
分
け
と
し
て
譲
り

受
け
た
こ
と
か
ら
。
そ
の
縁
か
ら
か
、

友
人
や
参
拝
客
か
ら
も
招
き
猫
や
猫
の

置
物
が
託
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
つ

し
か
猫
づ
く
し
の
寺
と
な
っ
た
。

　
寺
を
訪
れ
て
ま
ず
目
に
入
る
の
が
、

山
門
を
守
る
よ
う
に
座
り
込
む
木
彫
り

の
猫
。
境
内
を
進
む
と
猫
仏
様
な
ど
数

多
く
の
猫
彫
刻
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

山
口
県
在
住
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
林
隆
雄
さ
ん
の
作
品
。

　
住
職
の
角
田
慈じ

せ
い成

さ
ん
（
47
歳
）
は

「
21
年
前
に
こ
の
地
に
来
て
、
地
元
の

皆
さ
ん
か
ら
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い

た
。
寺
が
猫
だ
ら
け
に
な
っ
て
も
、
猫

好
き
だ
か
ら
と
許
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
育
て
て
い
た
だ
い
た
地

域
へ
の
ご
恩
返
し
と
し
て
、
観
光
客
へ

の
お
も
て
な
し
に
努
め
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

　
角
田
住
職
は
愛
媛
県
生
ま
れ
、
岡
山

県
で
育
ち
、
社
会
人
経
験
を
経
た
後
、

広
島
県
三
原
市
の
仏
通
寺
、
そ
の
後
山

口
市
の
雪
舟
庭
の
常
栄
寺
で
修
業
し
、

１
９
９
６
年
に
長
く
空
き
寺
だ
っ
た
雲

林
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。

■
臨
済
宗
「
雲
林
寺
」

萩
市
吉
部
上
２
４
８
９

（
０
８
３
８
８・６・０
３
０
７
）

　
国
内
の
人
口
減
少
や
若
い
世
代
の

酒
離
れ
が
進
む
中
、
日
本
酒
の
輸
出

量
は
全
国
的
に
年
々
増
加
し
、
山
口

県
で
は
過
去
10
年
間
で
７
倍
に
伸
び

て
い
る
と
い
う
。

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
角
田
住

職
が
製
作
し
て
い
る
、
猫
の
お
守
り
や

絵
馬
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
猫
商
品
も
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　
昨
年
、季
刊「
猫
ぐ
ら
し
」冬
号（
ア

ス
ペ
ク
ト
発
行
）
に
特
集
「
萩
で
猫
め

ぐ
り
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
雲
林
寺

の
親
寺
で
あ
る
天
樹
院
（
堀
内
）
は
、

毛
利
輝
元
の
墓
所
で
あ
り
、
輝
元
公
逝

去
の
折
殉
死
し
た
家
臣
・
長
井
元
房
の

墓
が
あ
る
。
そ
の
元
房
が
可
愛
が
っ
て

い
た
猫
が
、
主
人
亡
き
後
49
日
間
、
墓

石
か
ら
離
れ
よ
う
と
せ
ず
、
そ
の
後
自

　
萩
市
川
上
の
蔵
元
、
岡
崎
酒
造
場

の
日
本
酒
「
長
門
峡
」
が
マ
レ
ー
シ

ア
に
輸
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
２

月
17
日
に
出
荷
式
が
あ
り
、
３
月
か

ら
販
売
が
始
ま
っ
た
。

き
っ
か
け
は
昨
年
10
月
、
在
マ
レ
ー

シ
ア
日
本
大
使
館
で
開
催
さ
れ
た
村

岡
県
知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
「
や

ま
ぐ
ち
の
食
＆
観
光
と
元
気
な
企
業

　
情
報
発
信
会
」
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。

県
産
食
材
35
品
目
が
出
品
さ
れ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
甘
い
酒
が
好
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
貿
易
会
社
か
ら
「
ユ

ズ
の
酒
を
造
っ
て
い
る
蔵
元
の
酒
が

ほ
し
い
」
と
の
希
望
が
あ
り
、
ユ
ズ

の
リ
キ
ュ
ー
ル
を
造
っ
て
い
る
岡
崎

酒
造
場
と
の
商
談
が
ま
と
ま
っ
た
。

輸
出
さ
れ
る
の
は
人
気
商
品
の
「
長

門
峡
」
銘
柄
の
純
米
吟
醸
と
吟
醸
酒
、

手
造
り
の
酒
、
純
米
酒
の
ほ
か
、
ゆ

ず
リ
キ
ュ
ー
ル
、
梅
酒
の
全
６
商
品

で
、
現
地
の
輸
入
商
社
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
社

が
系
列
店
３
店
舗
な
ど
で
販
売
す
る
。

岡
崎
考た
か
ひ
ろ浩
社
長
（
44
歳
）
は
「
日

本
酒
は
日
本
独
自
の
伝
統
的
な
技
術

で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
海
外
の
人

に
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　
日
本
酒
を
知
る
こ
と
で
日
本
に
関

心
を
持
ち
、
山
口
県
の
食
や
酒
を
楽

し
み
に
観
光
に
来
て
も
ら
え
た
ら
嬉

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

■
岡
崎
酒
造
場

　
大
正
13
年
に
長
門
峡
の
近
く
で
創

業
。
昭
和
45
年
、
阿
武
川
ダ
ム
建
設

の
た
め
、
現
在
地
に
移
転
し
た
。
阿

武
川
の
清
流
に
育
ま
れ
た
「
長
門

峡
」
銘
柄
は
、
数
多
く
の
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
好
評
を

得
た
「
ゆ
ず
リ
キ
ュ
ー
ル
」
は
、
川

上
の
特
産
ゆ
ず
を
使
っ
た
清
酒
の
リ

キ
ュ
ー
ル
。

萩
市
川
上
４
６
４
︲
１　

（
０
８
３
８・５
４・２
０
２
３
）

山門と角田慈成さん

猫
か
ぶ
り
コ
ー
ナ
ー
（
あ
な
た
も

猫
に
な
れ
る
！
）
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タ
ク
セ
ル
株
式
会
社　
代
表
取
締
役

（
旧
須
佐
町
弥
富
出
身
、

東
京
都
世
田
谷
区
在
住
、
31
歳
）

田
中 

亮り
ょ
う
だ
い大

さ
ん

　
「
君
た
ち
は
、
現
代
日
本
の
基
礎
を

築
い
た
歴
史
あ
る
萩
藩
の
後
輩
で
あ
る
。

卒
業
後
、
進
学
等
で
県
外
に
出
て
い
く

人
も
多
い
。
一
度
、
故
郷
を
離
れ
た
ら

先
達
た
ち
の
よ
う
に
日
本
を
変
え
る
！

社
会
を
良
く
す
る
！
と
い
う
大
志
を
抱

き
、
事
を
成
す
ま
で
戻
っ
て
く
る
な
。

生
半
可
な
気
持
ち
で
親
元
を
離
れ
て
は

な
ら
な
い
。
も
し
、
中
途
半
端
な
想
い

な
ら
、
今
す
ぐ
取
り
や
め
て
萩
に
残
り

な
さ
い
。」

　
２
０
０
４
年
の
春
、
10
年
以
上
の
前

の
こ
と
で
、
言
葉
尻
は
私
の
記
憶
の
脚

色
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
た
だ
田
舎

を
離
れ
た
い
一
心
で
都
会
に
憧
れ
て
い

た
私
に
は
、
衝
撃
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、

萩
出
身
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

常
に
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
仕

事
は
何
か
？
と
自
分
に
問
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
、
大
手
企
業
に
就
職
し

ま
し
た
が
、
鶏

け
い
こ
う口

牛ぎ
ゅ
う
ご

後
を
胸
に
退
職
、

小
提
灯
な
が
ら
も
会
社
を
立
上
げ
い
く

つ
か
の
会
社
経
営
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
時
間
と
場
所
に
と
ら
わ

れ
な
い
働
き
方
＝
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

推
進
す
る
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
大
手
広
告
会
社
の
事
件
を

は
じ
め
多
く
の
働
き
方
の
是
非
が
問
わ

れ
る
機
会
が
生
じ
、
政
府
も
「
働
き
方

改
革
担
当
大
臣
」
を
設
置
し
、
日
本
全

体
の
生
産
性
向
上
に
取
り
組
み
始
め
ま

し
た
。

　
そ
の
解
決
策
の
一
つ
に
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
リ
モ
ー
ト
（
離

れ
た
場
所
）
で
も
会
社
に
出
社
し
た
時

と
同
様
の
成
果
を
上
げ
る
仕
組
み
で
す
。

場
所
が
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
在
宅

や
カ
フ
ェ
な
ど
で
働
く
こ
と
が
で
き
、

例
え
萩
に
い
な
が
ら
で
も
、
都
心
と
同

じ
報
酬
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発

達
以
前
は
、
想
像
も
で
き
な
い
働
き
方

で
し
た
が
、
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
た
現
代
に
お

い
て
は
、
何
ら
障
害
と
な
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
唯
一
あ
る
と
す
れ
ば
、
働

く
人
と
、
導
入
に
踏
み
切
る
企
業
の
心

理
的
な
ハ
ー
ド
ル
だ
け
で
す
。

　
政
府
の
後
押
し
も
あ
り
、
企
業
も
導

入
に
積
極
的
で
す
。
都
心
人
口
の
一
極

集
中
も
回
避
し
、
転
職
を
せ
ず
と
も
Ｕ

タ
ー
ン
が
で
き
ま
す
。
地
方
産
業
で
雇

用
を
生
み
出
さ
ず
都
心
の
仕
事
を
地
方

で
行
う
こ
と
で
、
結
果
的
に
雇
用
機
会

や
人
口
増
と
な
る
、
こ
の
仕
組
み
が
で

き
れ
ば
地
方
創
生
と
な
る
わ
け
で
す
。

　
私
の
経
営
す
る
会
社
で
は
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
を
希
望
す
る
方
々
に
働
く
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
親
元
に
戻
っ

て
介
護
中
や
育
児
で
家
か
ら
出
づ
ら
い
、

旦
那
さ
ん
の
都
合
で
転
勤
と
な
っ
た
方

な
ど
様
々
な
理
由
を
持
つ
地
方
在
住
の

方
が
働
い
て
お
り
、
文
字
通
り
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
全
国
に
点
在
し
て

い
ま
す
。

　
も
っ
と
誰
で
も
気
軽
に
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

き
た
く
、
私
自
身
も
実
家
に
戻
っ
て
働

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

に
萩
出
身
で
将
来
は
地
元
に
戻
り
た
い

が
就
業
機
会
に
不
安
に
感
じ
て
い
る
都

内
在
住
の
方
、
ま
た
仕
事
の
幅
を
広
げ

た
い
と
思
っ
て
い
る
萩
在
住
の
方
に
も
、

こ
の
新
し
い
働
き
方
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
野
村
前
市
長
か
ら
い
た

だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
未
だ
道
半

ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、
場
所
に
よ
る
制

限
で
働
く
選
択
肢
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
今
後
も

精
進
し
て
参
り
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
９
月
、
旧
須

佐
町
弥
富
生
ま
れ
。
現
在
も
実
家
は

弥
富
。
弥
富
中
学
卒
業
後
、
萩
高
校

に
進
学
、
硬
式
野
球
部
に
所
属
、
萩

市
平
安
古
町
で
下
宿
生
活
を
送
っ
た
。

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
卒
。
08
年
北

九
州
市
立
大
学
外
国
語
学
部
卒
、
外
資

系
製
薬
会
社
入
社
。
16
年
、
タ
ク
セ
ル

㈱
を
立
上
げ
、
時
間
と
場
所
に
と
ら
わ

れ
な
い
働
き
方
を
推
進
し
て
い
る
。
イ

ン
サ
イ
ド
セ
ー
ル
ス
協
会
（
社
）
理
事

も
兼
任
。

萩
高
校
卒
業
式
で
の
野
村
市
長

（
当
時
）の
衝
撃
的
な
祝
辞

地
方
創
生
へ
の
解
決
策
で
あ
る

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

地
元
山
口
で
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
を
普
及
さ
せ
た
い

実際に地方（在宅）で、都心と
同じ内容・報酬にて働く女性

※新聞各紙（山口3/29、産経3/30、毎日4/5）で
紹介されました。
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明
治
初
期
に
萩
市
古
萩
町
で
創
業
し

た
染
物
店
。
代
々
伝
わ
る
伝
統
技
術
を

生
か
し
、
大
漁
旗
を
は
じ
め
、
神
社
の

幟の
ぼ
りや

暖の
れ
ん簾

な
ど
を
制
作
し
て
い
ま
す

が
、
染
め
る
際
に
出
て
し
ま
う
「
染
め

損
じ
」
や
「
ハ
ギ
レ
」
を
使
っ
て
、
赤

ち
ゃ
ん
の
お
く
る
み
や
ち
ょ
っ
と
し
た ま

る
ご
と
に
っ
ぽ
ん「
萩
の
風
」（
東
京・浅
草
）取
扱
商
品

岩
川
旗
店
「
大
漁
旗
」
グ
ッ
ズ

～
あ
な
た
の
暮
ら
し
に
「
お
め
で
た
い
」
を
お
届
け
～

旬
の
お
魚
「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」

な
ア
イ
テ
ム
を
揃
え
て
い
ま
す
。

　
色
鮮
や
か
な
染
色
が
お
客
様
の
目
を

引
き
、
開
店
当
初
か
ら
非
常
に
人
気
が

高
い
商
品
で
、
時
に
は
品
切
れ
状
態
に

な
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
特
に
、

鯛
柄
で
染
め
ら
れ
た
ア
イ
テ
ム
は
「
お

め
で
た
い
」
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
、

普
段
使
い
か
ら
贈
答
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
萩
の
市

花
で
あ
る
「
椿
」
や
萩
の
特
産
品
で
あ

る
「
夏
み
か
ん
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
な
ど
も
あ
り
、
国
内
は
も
と
よ
り
海

外
の
方
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

■
株
式
会
社　
岩
川
旗
店

〒
７
５
８
︲
０
０
２
８　
萩
市
古
萩
町

40
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
３
８・２
２・０
２
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
３
８・２
５・４
６
４
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ：www.iwakawahataten.com

営
業
日　
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
６

時
、
祝
祭
日
：
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
定
休
日
：
不
定
休
）

■
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
「
萩
の
風
」

東
京
都
台
東
区
浅
草
２
︲
６
︲
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３・５
８
２
８・５
０
５
５

小
物
を
作
っ
て
み
た
と
こ
ろ
大
好
評
！

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
岩
川
旗
店
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
生
ま
れ
、
暮
ら
し

の
な
か
に
「
お
め
で
た
い
」
を
お
届
け

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
萩
の
風
」

店
頭
で
は
、「
手
ぬ
ぐ
い
」
や
「
バ
ッ

ク
」、「
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
を
は
じ
め
豊
富

　
萩
の
海
で
こ
れ
か
ら
一
段
と
お
い

し
く
な
る
魚
が
い
ま
す
。
萩
の
家
庭

で
も
、
市
内
の
食
事
処
で
も
よ
く
み

か
け
る
大
衆
魚
。
５
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」
が
旬

を
迎
え
ま
す
。

　
今
や
市
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

県
外
で
も
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
萩

の
瀬
つ
き
あ
じ
。
正
式
名
称
は
マ
ア

ジ
で
す
。
マ
ア
ジ
は
九
州
方
面
五
島

列
島
の
西
沖
で
生
ま
れ
、
対
馬
暖
流

に
の
っ
て
日
本
海
沿
岸
を
北
東
へ
移

動
し
ま
す
。
萩
沖
は
大
小
の
島
々
と

ア
カ
バ
瀬
や
カ
キ
ノ
瀬
と
い
っ
た
天

然
の
岩
礁
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
起

伏
の
激
し
い
海
底
に
は
た
く
さ
ん
の

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
発
生
。

　
快
適
な
萩
沖
の
瀬
に
自
然
と
す
み

つ
く
マ
ア
ジ
。
豊
富
な
エ
サ
を
食
べ

き
あ
じ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
漁
の
方
法
は
、
大
島
を
中
心
と
す

る
ま
き
網
漁
で
す
。
ア
ジ
は
群
れ
で

泳
ぐ
た
め
、
そ
の
行
動
に
合
わ
せ
て

網
で
囲
い
一
気
に
漁
獲
し
ま
す
。
主

な
漁
場
は
も
ち
ろ
ん
萩
沖
の
瀬
。
漁

は
夕
刻
に
出
港
し
、
午
前
２
時
か
ら

の
１
番
競
り
、
午
前
４
時
半
か
ら
の

２
番
競
り
に
獲
れ
た
て
の
瀬
つ
き
あ

じ
が
届
き
ま
す
。
漁
場
が
近
い
た
め

鮮
度
の
よ
い
状
態
で
萩
の
市
場
に
水

揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
元
で
新
鮮
な
瀬
つ
き
あ
じ
を
食

べ
る
な
ら
や
っ
ぱ
り
刺
身
。
春
か
ら

夏
に
か
け
て
は
特
に
脂
の
り
が
よ
く

な
り
旨
み
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。
そ
し

て
旬
の
時
期
に
獲
れ
る
瀬
つ
き
あ
じ

は
干
物
に
も
最
適
。
開
い
た
身
に
塩

を
し
て
乾
か
す
の
で
表
面
に
膜
が
で

き
ま
す
。
こ
の
膜
が
内
部
に
水
分
を

閉
じ
込
め
、
焼
く
と
ジ
ュ
ー
シ
ー
で

旨
み
が
凝
縮
さ
れ
た
お
い
し
さ
を
味

わ
え
ま
す
。
鮮
魚
に
比
べ
て
日
持
ち

す
る
の
で
お
土
産
と
し
て
も
好
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
３
月
か
ら
ま
き

網
漁
が
始
ま
り
萩
の
市
場
も
活
気
づ

い
て
い
ま
す
。

■
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
祭
り

７
月
２
日（
日
）10
時
～
13
時（
予
定
）

シ
リ
ー
ズ
萩
の
逸
品
①

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
通
信

て
育
ち
、
脂

が
た
っ
ぷ
り

の
っ
て
ふ
っ

く
ら
と
姿
か

た
ち
が
よ
く

な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
マ

ア
ジ
が
萩
の

瀬
に
居
つ
い

て
い
る
こ
と

か
ら
「
瀬
つ
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ま
し
た
。

　
下
関
市
の
彦
島
で
生
ま
れ
育
ち
、
高

校
卒
業
後
は
明
治
大
学
で
考
古
学
を
学

び
ま
し
た
。
考
古
学
へ
の
関
心
は
、
中

学
２
年
の
と
き
に
出
会
っ
た
本
が
き
っ

か
け
で
、
以
後
考
古
学
に
の
め
り
込
み

ま
す
。
大
学
で
は
考
古
学
の
一
般
論
を

学
び
つ
つ
、
主
に
縄
文
時
代
を
研
究
し
、

趣
味
で
骨
董
品
屋
を
巡
る
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
が
幕
末
期
の
歴
史
資
料
を

集
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
大
学

３
年
の
秋
、
ア
メ
横
の
モ
デ
ル
ガ
ン
店

で
管
打
式
短
銃
と
出
合
っ
て
か
ら
で
す
。

仕
送
り
１
カ
月
分
の
値
が
す
る
物
を
思

い
切
っ
て
購
入
し
た
そ
の
興
奮
は
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
卒
業
ま

で
の
１
年
半
の
間
に
幕
末
期
の
銃
を
11

丁
ほ
ど
、
更
に
は
火
薬
入
れ
、
陣
笠
、

陣
羽
織
、
鎧
な
ど
、
幕
末
歴
史
資
料
へ

の
収
集
熱
は
増
す
ば
か
り
で
し
た
。

　
学
生
時
代
の
大
半
の
時
間
を
費
や
し

た
考
古
学
は
大
学
卒
業
と
同
時
に
止
め
、

自
動
車
時
代
到
来
に
備
え
、
職
業
訓
練

所
に
通
い
、
整
備
の
免
許
を
取
る
段
取

り
を
経
て
、
地
元
に
戻
り
ま
す
。
帰
郷

し
て
か
ら
も
働
き
な
が
ら
幕
末
歴
史
資

料
を
見
た
り
買
っ
た
り
、
時
に
は
手
に

入
れ
た
も
の
を
欲
し
が
る
人
が
い
れ
ば

手
渡
し
た
り
と
、
収
集
は
続
け
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
古
式
銃
・
鉄
砲
の

収
集
が
好
き
で
、
働
き
な
が
ら
収
集
す

る
よ
り
骨
董
屋
に
な
る
ほ
う
が
手
っ
取

り
早
い
と
、
古
物
商
の
免
許
を
取
っ
た

の
が
24
歳
の
と
き
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
参
加

し
、
勉
強
の
た
め
に
全
国
各
地
に
出
向

き
、
古
物
商
と
し
て
一
番
重
要
な
目
を

鍛
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
若
い

と
き
は
偽
物
を
つ
か
ま
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
幾
つ
か
の
失
敗
を
経
て
、
商
売
で

は
古
美
術
全
般
を
扱
い
な
が
ら
も
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
幕
末
関
係
に
絞
り
集

め
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
か
ら
20
年
前
、
山
口
県
が
萩
市
に

「
明
治
維
新
館
」
建
設
の
計
画
を
立
て

ら
れ
た
と
き
、
私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

寄
贈
し
、
展
示
物
と
し
て
一
挙
に
扱
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
古
美
術
と
い
う
も
の
は
、

当
た
り
前
な
が
ら
、
そ
の
時
代
そ
の
時

代
で
所
有
者
が
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
、

別
の
表
現
を
す
れ
ば
「
そ
の
時
代
の
所

有
者
が
お
金
を
払
っ
て
手
に
し
て
い
る

天
か
ら
の
預
か
り
も
の
」
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
の
生
涯
を
か
け
集
め
た

約
４
３
０
０
点
も
の
貴
重
な
幕
末
歴
史

資
料
も
、
こ
の
ま
ま
私
が
亡
く
な
れ
ば
、

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
次
世
代
の
借
り
手

に
分
散
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
散
り
散

り
と
な
っ
て
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
し
か
る
べ
き

所
に
寄
贈
し
、
全
て
を
所
蔵
管
理
し
て

も
ら
っ
た
方
が
後
世
の
た
め
に
な
る
と

　
約
56
年
を
か
け
収
集
し
た
幕
末
維
新

期
の
歴
史
・
科
学
技
術
史
の
資
料
を
萩

市
に
寄
贈
し
、「
幕
末
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

と
し
て
今
年
３
月
に
萩
・
明
倫
学
舎
２

号
館
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
現
在
、
萩
市

幕
末
史
料
専
門
員
と
し
て
史
料
保
全
に

従
事
さ
れ
る
幕
末
歴
史
資
料
コ
レ
ク

タ
ー
の
小
川
忠
文
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

幕
末
歴
史
資
料
コ
レ
ク
タ
ー（
萩
市
幕
末
史
料
専
門
員
）

小
川  

忠た
だ
ふ
み文    

さ
ん
（
下
関
市
、
77
歳
）

考
古
学
か
ら

思
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

明
治
維
新
館
の
計
画
は
頓
挫
し
、
立
ち

消
え
と
な
り
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
時
を
同
じ
く
し
て
野
村
前

萩
市
長
と
出
会
い
、
こ
の
資
料
は
萩
市

に
あ
る
こ
と
で
価
値
が
増
す
も
の
で
あ

り
、
萩
市
に
そ
の
気
が
あ
る
の
な
ら
寄

贈
す
る
所
存
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い

ま
し
た
が
、
当
時
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ

て
も
ら
え
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
の
後
15

年
ほ
ど
の
間
、
こ
れ
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
国
立
科
学
博
物
館
や
江
戸
東
京
博
物

館
な
ど
、
全
国
30
カ
所
で
展
示
さ
れ
な

が
ら
時
が
過
ぎ
る
の
を
待
ち
ま
す
。
そ

し
て
、
旧
萩
明
倫
小
学
校
跡
地
の
活
用

計
画
の
際
、
野
村
前
市
長
か
ら
「
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
萩
市
の
観
光

の
起
点
と
な
る
施
設
で
」
と
お
話
を
い

た
だ
き
、
喜
ん
で
寄
贈
し
現
在
に
至
り

ま
す
。

　
誇
り
に
思
う
の
は
、「
萩・明
倫
学
舎
」

へ
の
改
装
の
際
、
幕
末
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
意
見
さ
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
他
の
博
物
館
展

示
で
は
味
わ
え
ぬ
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
た
め
だ
け
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
幕
末
維
新
期
の

歴
史
・
科
学
史
の
貴
重
な
資
料
を
明
治

維
新
胎
動
の
地
、
萩
・
明
倫
学
舎
で
現

代
を
生
き
る
人
は
も
と
よ
り
、
遠
い
未

来
を
生
き
る
人
に
も
堪
能
し
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。

コ
レ
ク
タ
ー
の
人
生

天
か
ら
の
預
か
り
も
の

明
治
維
新
胎
動
の
地
で
後
世
に

幕末ミュージアムの展示品、初めて手にした管打式短銃と

萩・明倫学舎「幕末ミュージアム」展示資料を寄贈
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小
学
生
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
な

温
か
い
空
間
を
目
指
し
て
い
ま
す

素
晴
ら
し
い
食
材
を
使
い
提
供
す
る
こ

と
で
、
お
客
様
に
料
理
を
通
じ
て
萩
の

暦
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
か
ら
。
店
内
は
白
を
基
調
と

し
た
清
潔
感
溢
れ
る
も
の
で
、
旧
明
倫

小
学
校
の
佇
ま
い
を
残
し
な
が
ら
も
、

つ
い
数
年
前
ま
で
小
学
校
の
校
舎
と

し
て
あ
っ
た
施
設
と
は
思
え
な
い
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
考
案
は
、

萩
市
と
関
わ
り
が
深
く
、
海
外
で
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
料
理
人
、
熊
谷
喜
八
さ

ん
、
奥
田
政
行
さ
ん
の
監
修
の
下
に
行

わ
れ
、
日
本
人
観
光
客
だ
け
で
な
く
海

外
か
ら
来
ら
れ
る
観
光
客
の
方
に
対
し

て
も
、
和
食
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
メ
イ

ド
イ
ン 

萩
の
料
理
を
堪
能
で
き
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
割
烹
・
千
代
で
も
提
供
さ
れ
て
い
る

は
ぎ
御
膳
を
数
量
限
定
で
出
さ
れ
る
他
、

人
気
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

ひ
と
手
間
も
ふ
た
手
間
も
か
け
た
小
鉢

が
６
点
、
萩
沖
で
獲
れ
た
旬
の
魚
介
類

の
刺
盛
に
ご
飯
と
汁
椀
が
付
い
た
「
暦

ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
」
と
、
海
鮮
・
肉
・
天

ぷ
ら
３
種
の
丼
を
少
し
ず
つ
一
度
に
楽

し
め
る
「
ミ
ニ
丼
セ
ッ
ト
」。
ど
ち
ら

と
も
前
述
し
た
よ
う
に
四
季
折
々
の
旬

の
食
材
を
使
用
さ
れ
、
飽
き
が
来
な
い

だ
け
で
な
く
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
こ
れ
ら
２
枚
看
板
と
な
る
日
替
り

セ
ッ
ト
の
他
に
は
、
熊
谷
喜
八
さ
ん
考

案
の
長
州
鶏
の
ス
パ
イ
シ
ー
カ
レ
ー
、

季
節
野
菜
の
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
に
ハ
ヤ

シ
ラ
イ
ス
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
、
気

軽
に
ラ
ン
チ
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
替
り
セ
ッ
ト
同
様
、

カ
レ
ー
も
ま
た
季
節
の
移
り
変
わ
り
に

あ
わ
せ
変
化
を
見
せ
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
も
併
設

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
デ
ザ
ー
ト

に
も
抜
け
目
な
く
、
常
時
数
点
の
手
作

り
デ
ザ
ー
ト
を
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
が
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
萩
暦
の
驚
く
べ
き
と
こ
ろ

は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
観
光
施
設
内
に

あ
る
飲
食
店
に
も
関
わ
ら
ず
、
と
て
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
。
も
う
一
つ
は
藩
校
明
倫
館
跡

地
と
い
う
観
光
地
で
あ
り
、
元
小
学
校

校
舎
と
い
う
建
物
内
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
完
全
予
約
制
で
は
あ
り
ま
す
が

夜
営
業
も
さ
れ
全
国
的
に
も
珍
し
い
コ

ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

夜
営
業
の
メ
ニ
ュ
ー
は
お
任
せ
の
コ
ー

ス
料
理（
３
０
０
０
円
～
）の
み
と
な
っ

て
お
り
、
こ
ち
ら
も
お
手
ご
ろ
の
価
格

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
全
て
は
、
観
光
客
だ
け
で
な

く
地
域
住
民
に
も
愛
さ
れ
る
お
店
で
あ

り
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
の
も
の

で
、
店
長
の
河
村
光
昭
さ
ん
は
「
多
く

の
卒
業
生
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
校
舎

　
３
月
４
日
オ
ー
プ
ン
し
た
萩
・
明
倫

学
舎
の
１
号
館
に
あ
る
カ
フ
ェ
・
レ
ス

ト
ラ
ン
「
萩
暦
」
は
、
割
烹
・
千
代
の

系
列
店
と
し
て
、
観
光
客
の
み
な
ら
ず

地
元
の
人
に
も
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。　

　
店
名
の
由
来
は
、
四
季
折
々
の
萩
の

カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
萩は

ぎ
ご
よ
み暦

」

萩
・
明
倫
学
舎

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
、
予
約
制

で
夜
営
業
も

市
外
の
方
も
帰
郷
の
際
に
は

で
す
の
で
、
そ
の
思
い
出
を
消
し
去
る

よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
食
事
を
し
な

が
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
小

学
生
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
の
で
き
る
温
か
い
空
間
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
藩
校
明
倫
館
の
跡

地
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
に
つ
い
て
や
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
語
り
合
え
る
よ
う

な
、
活
気
の
あ
る
場
所
に
な
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
明
倫
と
い
う
歴
史
の
あ
る
場
所
で
、

“
萩
の
本
物
を
提
供
す
る
”
そ
の
拠
点

と
な
る
べ
く
満
身
の
力
を
込
め
て
訪
れ

る
方
を
お
も
て
な
し
さ
れ
る
「
萩
暦
」、

市
民
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
に
お
住

ま
い
の
方
も
帰
郷
さ
れ
た
際
に
は
、
萩

を
訪
れ
る
際
に
は
ぜ
ひ
お
運
び
し
て
い

た
だ
き
た
い
お
店
で
す
。

■
萩
暦
（
は
ぎ
ご
よ
み
）

萩
市
江
向
６
０
２
（
萩
・
明
倫
学
舎
１

号
館
１
階
）

電
話　
０
８
３
８・２
５・８
５
４
３

営
業
時
間　
カ
フ
ェ 

11
時
～
17
時
／

レ
ス
ト
ラ
ン 

昼
・
11
時
～
15
時　
夜

18
時
～
21
時
（
完
全
予
約
制
）

・
メ
ニ
ュ
ー
（
税
別
価
格
）

は
ぎ
御
膳
（
２
４
０
０
円
）
／
暦
ラ
ン

チ
セ
ッ
ト
（
１
２
８
０
円
）
／
３
種
の

ミ
ニ
丼
セ
ッ
ト
（
１
５
８
０
円
）
／
長

州
鶏
の
ス
パ
イ
シ
ー
カ
レ
ー
（
９
８
０

円
）
／
季
節
野
菜
の
グ
リ
ー
ン
カ

レ
ー
（
９
８
０
円
）
／
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス

（
９
８
０
円
）

店長の河村光昭さん

暦ランチセット

ミニ丼セット スパイシーカレー



102017 年５月（第 135 号）

れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
雇
用
の
創
出
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
地
域
経
済

の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
現
状

と
し
て
は
山
陰
地
区
及
び
近
隣
自
治
体

で
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
経
済

も
疲
弊
し
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
、

山
陰
地
区
の
企
業
が
発
展
を
成
し
遂
げ

る
た
め
に
は
、
思
い
切
っ
て
海
外
と
の

商
取
引
に
よ
る
事
業
規
模
の
拡
大
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
ま

ず
は
親
日
家
が
多
い
と
い
う
台
湾
へ
の

視
察
旅
行
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
で
は
、
予
て
よ
り
輸
出
に
よ

る
経
済
発
展
を
志
向
さ
れ
て
お
り
、
宮

崎
県
産
業
振
興
機
構
を
中
心
に
「
台
湾

塾
」
と
称
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
台
湾
最
大
手
デ
パ
ー

ト
で
あ
る
「
太
平
洋
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
」
に
て

「
試
食
会
」
を
開
催
さ
れ
、
台
湾
消
費

者
の
日
本
製
品
に
関
す
る
ブ
ラ
ン
ド
志

向
は
高
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
商
田
実
業
は
日
本
産
品
を
輸
入
し
、

台
湾
国
内
で
販
売
す
る
商
社
で
す
。
日

本
の
各
県
と
の
連
携
を
行
い
、
日
本
で

も
商
談
会
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
2

日
後
に
は
福
岡
県
知
事
が
当
社
へ
訪
問

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

林
董
事
長
（
会
長
）、
林
社
長
、
輸
入

担
当
者
の
陳
氏
と
、
維
新
塾
会
員
が
持

参
し
た
萩
産
品
の
台
湾
国
内
で
の
販
売

可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
台
湾
国
内
で
販
売
し
、
売
れ
る
商
品

と
す
る
た
め
に
、
商
品
サ
イ
ズ
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
価
格
等
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
同
社
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
の
で
台
湾
で
の
試
食
会
を
通
し
、

消
費
者
の
反
応
を
見
て
み
た
ら
ど
う
か

と
の
提
案
も
い
た
だ
き
、
同
行
し
た
維

新
塾
会
員
も
試
食
会
の
開
催
に
対
し
前

向
き
に
検
討
し
た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
台
湾
高
級
デ
パ
ー
ト
３
店
舗
の
視
察

と
売
場
責
任
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
デ
パ
ー
ト
の
食
品
売
り
場
で
は
、
愛

媛
県
八
幡
浜
市
が
試
食
販
売
会
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
。
市
長
自
ら
販
売
員
と

し
て
参
加
さ
れ
て
お
り
、
八
幡
浜
市
の

海
外
展
開
へ
の
本
気
度
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
別
の
売
り
場
で
は
、
島

根
県
の
商
品
が
一
つ
の
棚
に
ま
と
め
ら

れ
、
商
田
実
業
の
販
売
員
が
商
品
説
明

を
行
い
な
が
ら
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

　
生
鮮
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
産
の

キ
ャ
ベ
ツ
が
一
玉
１
０
８
０
元
（
日
本

円
に
換
算
す
る
と
約
４
０
０
０
円
）
で

販
売
さ
れ
て
お
り
、「
食
品
の
安
全
」

体
と
な
っ
て
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
自
治
体
の
存
続
可
能
性
が
危
惧
さ

れ
る
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
指
定
さ

若
手
経
営
者
の
会「
維
新
塾
」

台
湾
視
察
旅
行
の
活
動
報
告

津
田 

剛つ
よ
し

さ
ん

が
大
き
な
付
加
価
値
を
生
む
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
旅
行
を
経
て
、
こ
れ
か

ら
台
湾
へ
の
輸
出
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
台
湾
国
内
で
厳
格
化
し
た
「
成

分
表
示
」
へ
の
対
応
は
無
論
の
こ
と
、

日
本
国
産
を
明
示
す
る
こ
と
に
併
せ
て

デ
ザ
イ
ン
性
も
両
立
さ
せ
る
商
品
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
台
湾
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
人
的
交
流

を
踏
ま
え
た
上
で
の
商
取
引
を
好
む
と

の
こ
と
か
ら
、
維
新
塾
で
は
、
今
回
の

視
察
に
よ
っ
て
培
っ
た
人
脈
を
大
切
に

し
、
今
後
の
海
外
展
開
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
維
新
塾
参
加
会
員

㈲
新
谷
砕
石：新
谷
純
（
維
新
塾
会
長
）、

㈱
大
一
商
店
：
大
嶋
直
隆
、
㈲
千
代
：

河
村
剛
太
郎
、
矢
次
蒲
鉾
店
：
矢
次
勝

己
、
㈱
ス
ナ
ダ
フ
ー
ヅ
：
大
島
透
、
㈱

サ
ン
精
機
：
楠
牟
禮
勲

◎
萩
山
口
信
用
金
庫
若
手
経
営
者
の
会

「
維
新
塾
」

　
会
員
相
互
の
情
報
交
換
と
経
営
問
題

に
関
す
る
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
会
員

の
経
営
資
質
の
向
上
と
、
そ
の
企
業
の

健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
19
年
よ
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
数
35
名
（
う
ち
萩
市
経
営
者

33
名
・
長
門
市
経
営
者
２
名
：
平
成
28

年
12
月
末
現
在
）。「
維
新
塾
」
へ
の
加

入
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

「
維
新
塾
」
事
務
局

萩
山
口
信
用
金
庫

（
萩
高
校
平
成
５
年
卒
、
42
歳
）

　
近
年
、「
地
方
創
生
」
の
旗
印
の
下
、

全
国
的
に「
定
住
人
口
の
増
加
」や「
地

方
経
済
の
活
性
化
」
に
向
け
た
取
り
組

み
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
無

論
、
我
が
町
萩
市
に
お
い
て
も
官
民
一

商田実業有限公司
での意見交換

芝山厳恵済宮前で
の記念撮影（右か
ら２番目が筆者）

■
宮
崎
県
産
業
振
興
機
構
主
催

の
試
食
会
見
学

■
商
田
実
業
有
限
公
司
エ
ス

コ
ー
ト
に
よ
る
デ
パ
ー
ト
現
場

視
察

■
商
田
実
業
有
限
公
司
に
て
萩

産
品
の
意
見
交
換
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岩
崎
酒
造「
ミ
ラ
ノ
万
博
２
０
１
５
に
参
加
し
て
」

世
界
の
中
で
、
日
本
酒
を
と
り
ま
く
文
化
に
自
信
を

も
っ
て
伝
え
て
い
き
た
い

岩
崎 
喜き

い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

岩
崎
酒
造　
代
表
取
締
役
社
長

（
萩
高
校
昭
和
58
年
卒
、
52
歳
）

集合写真（前列右
端が筆者）

行
政
単
位
と
し
て
全
国
に
先
駆
け
て
出

展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
出
展
す
る
の
は
日
本
館
の
３
階
部
分

に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
期
間
は

４
日
間
。
出
展
は
展
示
と
ス
テ
ー
ジ
で

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
な
り
、

そ
の
う
ち
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は

「
ふ
ぐ
刺
し
」「
や
ま
ぐ
ち
の
日
本
酒
」

「
向

む
か
た
お垰

神
楽
」「
岩
国
鮨
」
な
ど
が
選
ば

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
団
体
か
ら
参

加
者
を
集
め
派
遣
団
が
結
成
さ
れ
た
。

私
は
県
の
酒
造
組
合
か
ら
の
推
薦
で
、

「
や
ま
ぐ
ち
の
地
酒
」
を
紹
介
す
る
た

め
に
ミ
ラ
ノ
へ
と
向
か
う
こ
と
と
な
っ

た
。

　
日
本
国
内
で
は
景
気
の
都
合
や
焼
酎

な
ど
他
の
酒
類
の
台
頭
そ
し
て
若
者
の

ア
ル
コ
ー
ル
離
れ
な
ど
も
あ
っ
て
長
ら

く
低
迷
し
て
き
た
日
本
酒
の
消
費
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
き
て
持
ち
直
そ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
こ
山

口
の
地
酒
は
い
ち
早
く
９
年
前
よ
り
出

荷
量
を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
依
然
日
本
国
内
で
の
消
費
拡
大

は
難
し
く
、
広
く
世
界
に
市
場
を
求
め

て
い
く
輸
出
の
拡
大
は
業
界
で
も
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
和
食

文
化
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
和
食
の
世

界
へ
の
広
が
り
と
と
も
に
日
本
酒
も
海

外
に
広
く
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　
今
回
私
に
求
め
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
大
ま
か
に
３
つ
。
ま
ず
は
ミ
ラ
ノ
万

博
の
日
本
館
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
や

ま
ぐ
ち
の
日
本
酒
の
お
い
し
さ
を
紹
介

す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
万
博
と
は
別
の

会
場
（
イ
タ
リ
ア
で
は
最
大
級
の
業
務

用
食
材
の
卸
売
ス
ー
パ
ー
）
に
て
山
口

の
食
材
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
開
催
さ

れ
る
商
談
会
に
参
加
す
る
こ
と
。
そ
し

て
、
三
つ
目
に
フ
リ
ー
の
時
間
と
な
る

夜
の
時
間
に
自
分
の
造
る
お
酒
「
長
陽

福
娘
」
の
紹
介
を
兼
ね
て
現
地
の
レ
ス

ト
ラ
ン
の
日
本
酒
事
情
を
視
察
し
て
歩

く
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
万
博
で
の
日
本
館
は
、
会
場
全
体
の

中
で
も
人
気
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
よ
う
で
、

常
に
１
時
間
待
ち
程
度
の
行
列
が
で
き

て
い
た
。
私
た
ち
山
口
県
の
展
示
も
な

か
な
か
の
人
気
で
、
や
ま
ぐ
ち
の
お
酒

も
ま
ず
ま
ず
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
様
々
な
体
験
か
ら
感
じ
た
こ
と
を
ま

と
め
て
み
る
と
、「
食
」
と
い
う
の
は

そ
の
地
域
の
文
化
を
凝
縮
し
た
も
の
で

あ
り
、
気
候
風
土
や
歴
史
に
育
ま
れ
た

文
化
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

日
本
酒
も
日
本
の
文
化
を
代
表
す
る
大

切
な
も
の
で
あ
る
、
和
食
と
と
も
に
、

お
酒
を
造
り
だ
す
私
た
ち
自
身
が
そ
の

伝
統
と
味
わ
い
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
取

り
巻
く
文
化
そ
の
も
の
に
自
信
を
持
っ

て
伝
え
て
い
く
努
力
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

　
当
時
は
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
や
勢
い
に

任
せ
て
イ
ケ
イ
ケ
で
渡
航
し
た
の
だ
が
、

海
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
自
分
の
住

む
地
域
を
ど
れ
だ
け
理
解
し
そ
の
特
徴

や
独
自
性
を
生
か
し
て
い
る
か
が
大
切

だ
と
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
何
と
い
っ

て
も
今
を
一
生
懸
命
生
き
る
こ
と
も
大

事
だ
な
と
。

　
も
う
一
つ
改
め
て
感
謝
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
が
萩
の
つ
な
が
り
。
現
地

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
萩
高
校

の
先
輩
で
あ
る
ペ
リ
グ
リ
ー
ノ
和
江
さ

ん
（
旧
姓
鬼
村
さ
ん
）。
彼
女
の
協
力

が
な
け
れ
ば
英
語
も
含
め
て
語
学
の
全

く
駄
目
な
私
が
彼
の
地
で
あ
れ
ほ
ど
の

充
実
し
た
体
験
は
で
き
な
か
っ
た
な
と

改
め
て
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

ふ
る
さ
と
の
つ
な
が
り
に
感
謝
し
つ
つ
、

自
分
自
身
も
他
者
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
決
意
を
新
た
に

し
た
。

■
岩
崎
酒
造
株
式
会
社

　
明
治
34
年
創
業
。
銘
柄
「
長
陽
福

娘
」
の
由
来
は
、
創
業
当
時
蔵
元
の
家

に
女
子
が
続
け
て
誕
生
し
た
の
を
受
け

て「
福
々
し
い
良
い
子
に
育
つ
よ
う
に
」

と
願
い
を
こ
め
て
銘
々
さ
れ
た
。

住
所
：
萩
市
東
田
町
58
（
０
８
３
８
・

２
２・０
０
２
４
）

　
４
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
国
際
万
国

博
覧
会
。
２
０
１
５
年
は
そ
の
開
催
の

年
に
あ
た
り
、
開
催
地
は
イ
タ
リ
ア
の

ミ
ラ
ノ
で
５
月
１
日
か
ら
開
幕
さ
れ
た
。

開
催
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
食
」
の
文

化
で
、
こ
の
ミ
ラ
ノ
万
博
に
山
口
県
も

■
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
食
」
の
文
化

■
広
く
世
界
に
市
場
を
求
め
る

■
や
ま
ぐ
ち
の
地
酒
を
紹
介

■
萩
の
つ
な
が
り
に
感
謝

■
食
は
文
化
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
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映画「八重子のハミング」
佐々部清監督インタビュー

　
昨
年
10
月
末
か
ら
山
口
県
内
で
先
行

上
映
さ
れ
、
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
で
は
現

在
も
好
評
上
映
中
の
「
八
重
子
の
ハ
ミ

ン
グ
」。
金
谷
天
満
宮
宮
司
（
萩
市
椿
）

の
陽
信
孝
さ
ん
の
自
伝
が
原
作
。
萩
市

内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
皆
様
に
は
懐
か

し
い
風
景
が
多
く
登
場
す
る
一
方
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
老
老
介
護
を
テ
ー

マ
に
夫
婦
の
純
愛
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
映
画
を
「
命
を
懸
け
て
撮
影
し

た
」
と
公
言
さ
れ
る
佐
々
部
監
督
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
僕
は
、
何
の
た
め
に
映
画
を
撮
る
の

か
を
す
ご
く
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
日
本
は
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

ん
で
い
き
、
介
護
の
問
題
は
切
っ
て
も

切
り
離
せ
な
い
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
の
映
画
が
必
要
だ
と
思
い

作
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
全
て
の
映
画
会
社
か
ら
中

高
年
向
け
の
映
画
は
客
が
入
ら
な
い
、

地
味
だ
と
言
わ
れ
支
援
を
断
ら
れ
ま
し

た
。
製
作
費
集
め
な
ど
、
ゼ
ロ
か
ら
始

め
た
映
画
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。

　
30
ペ
ー
ジ
ほ
ど
も
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
自
分
で
責
任
編
集
し
て
作
り
、
大

林
宣
彦
監
督
や
山
田
洋
次
監
督
、
谷
村

新
司
さ
ん
、
落
合
恵
子
さ
ん
、
羽
田
美

智
子
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
も
、
自
分
で
も

ら
い
に
行
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
今

ま
で
や
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
公
開
か
ら

半
年
た
っ
た
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
と
い
う
形
に

は
し
た
く
な
い
で
す
ね
。

　
山
口
県
内
で
製
作
費
集
め
を
し
て
い

た
際
、
人
口
や
企
業
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
萩
市
は
順

調
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

行
政
も
支
援
し
て
く
れ
、
そ
れ
で
も
足

り
な
い
分
は
、
地
元
の
支
援
者
の
方
た

ち
が
協
賛
金
を
集
め
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
方
た
ち
が
、
撮
影
中
に
は

食
事
の
応
援
や
車
の
手
配
な
ど
い
ろ
い

ろ
助
け
て
い
た
だ
き
、
応
援
い
た
だ
い

た
方
も
多
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
田
床
山
や
椿
群
生
林
、
藍
場
川
な
ど

で
撮
影
し
た
シ
ー
ン
は
、
天
気
や
時
間

帯
、
光
線
の
入
り
方
な
ど
、
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
撮
影
し
ま
し
た
。
原
作
者
は

陽
先
生
で
は
あ
り
ま
す
が
、
佐
々
部
が

作
っ
た
、
升
毅
さ
ん
初
主
演
、
高
橋
洋

子
さ
ん
28
年
ぶ
り
の
銀
幕
復
帰
作
の
映

画
と
し
て
、
ぜ
ひ
劇
場
で
観
て
も
ら
え

る
と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

■
ス
ト
ー
リ
ー
・
キ
ャ
ス
ト

　
ど
こ
か
ら
か
聞
こ
え
て
く
る
男
性
の

声
・
・
。「
や
さ
し
さ
の
心
っ
て
何
？
」

と
題
さ
れ
た
講
演
。
演
台
に
立
つ
白
髪

の
老
人
・
石
崎
誠
吾
。
若
年
認
知
症
を

患
っ
た
妻
・
八
重
子
の
介
護
を
通
し
て
、

自
ら
が
経
験
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と

を
語
っ
て
い
く
。

　
誠
吾
の
口
か
ら
、
在
り
し
日
の
妻
・

八
重
子
と
の
思
い
出
が
語
ら
れ
る
。
か

つ
て
音
楽
の
教
師
だ
っ
た
八
重
子
は
、

徐
々
に
記
憶
を
無
く
し
つ
つ
も
、
誠
吾

が
歌
を
口
ず
さ
め
ば
笑
顔
を
取
り
戻
す

こ
と
も
・
・
。

　
家
族
の
協
力
の
も
と
、
夫
婦
の
思
い

出
を
し
っ
か
り
と
力
強
く
歩
ん
で
い
く

誠
吾
と
八
重
子
。
山
口
県
・
萩
市
を
舞

台
に
描
く
、
夫
婦
の
純
愛
と
家
族
の
愛

情
に
溢
れ
た
12
年
間
の
物
語
。

上
映
時
間
：
１
１
２
分

５
月
６
日
（
土
）
か
ら
有
楽
町
ス
バ
ル

座
ほ
か
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

■
劇
場
案
内

○
関
東
地
区　
東
京
・
横
浜
の
み
掲
載
。

そ
の
他
の
地
区
は
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

（
14
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
。

・
有
楽
町
ス
バ
ル
座
（
Ｊ
Ｒ
有
楽
町

駅
日
比
谷
口　

有
楽
町
ビ
ル
２
階
）

０
３・３
２
１
２・２
８
２
６

５
月
６
日
（
土
）
～

・
新
宿
武
蔵
野
館
（
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
中
央

東
口　
ビ
ッ
ク
ロ
裏　
武
蔵
野
ビ
ル
３

階
）
０
３・３
３
５
４・５
６
７
０

５
月
６
日
（
土
）
～

・
横
浜
ニ
ュ
ー
テ
ア
ト
ル
（
Ｊ
Ｒ

関
内
駅
北
口　

伊
勢
崎
町
２
丁
目
）

０
４
５・２
６
１・２
９
９
５

５
月
６
日
（
土
）
～

＊
上
映
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
各

劇
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
劇
場
情
報
は
決
定
次
第
「
八
重
子
の

ハ
ミ
ン
グ
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
劇

場
案
内
が
順
次
更
新
さ
れ
ま
す
。

監
督
・
脚
本
：
佐
々
部

清原
作
：
陽
信
孝
「
八
重

子
の
ハ
ミ
ン
グ
」（
小

学
館
）

出
演
：
升
毅
、
高
橋
洋

子
、
文
音
、
朝
加
真
由

美
、
井
上
順
、
梅
沢
富

美
男

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
：
谷

村
新
司
「
い
い
日
旅
立

ち
」

○
こ
の
映
画
へ
の
思
い
は
？

○
萩
で
の
撮
影
中
、
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

○
萩
出
身
者
の
方
々
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

http://yaeko-humming.jp/
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　50周年の時は、Ｃ・Ｗニコルさんの講演「誇り高き日本人
でいたい」を萩高在校生にプレゼントし、同級生による「草
履とり」のアトラクション、そして記念植樹の「しだれ桜」２
本は萩市中央公園で我々の背を遥かに越して成長している。
　今年の参加者は55名。同級生主役の映画「八重子のハミ
ング」を観照。幹事はＹ君が現役時代の小郡駅長（現新山口
駅）の制服制帽姿で務めた。卒業以来初めてという２名もい
て28：27の男女半々、「ときめきの時間」を楽しく過ごした

（なに後期高齢者の不整脈です）。
会長　山本貞寿（萩市椿東）

千春楽・味楽亭（萩市）

萩高９期（昭和32年卒）
60周年同期会

４月１日会員投稿

　毎年３月８日は恒例となっている「東京38会」を今回横浜
の山下公園近くのホテルで開催しました。23名（男15名・女８
名）の参加者。遠くは岩手県、長野県から馳せ参じてくれまし
た。宴会は午後１時から、小学・中学・高校時代の思い出話しや
近況報告の「想い出話し３分間」のスピーチを各人やってもら
い大いに盛り上がりました。おみやげに、萩名物「なすの辛し
漬け」の材料「萩からし」（レシピ付き）を全員に配りひさしぶ
りに懐かしい郷土の香りを満喫させてもらったと大好評。
　来年は東京都内で開催し、萩・関西地区の同期生も呼びかけ、
再会を約束して７時間の同期会を終了しました。

幹事　矢次敏雄（神奈川県横須賀市）

ホテル・モントレ横浜（横浜市）

東京38会（萩高昭和38年卒）
同期会

３月８日会員投稿

　
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
レ
ノ
フ
ァ
山
口
は
３

月
、
Ｊ
リ
ー
グ
理
事
会
で
萩
市
、
阿
武

町
な
ど
県
内
６
市
６
町
が
レ
ノ
フ
ァ
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
追
加
承
認
さ
れ
、
山

口
県
内
の
全
市
町（
13
市
６
町
）が
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。

　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
は
地
域
ぐ
る
み
で
ク

ラ
ブ
を
応
援
す
る
。
レ
ノ
フ
ァ
は
各
市

町
と
一
緒
に
、
地
域
創
生
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
の
活
動
に
貢
献
し
て
い
く
。
選

手
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
特
産
品
販
売
な
ど
で
連
携
す
る
。

　
萩
市
佐
々
並
出
身
の
河
村
孝
社
長
は

「
13
市
６
町
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
オ
ー

ル
山
口
で
、
Ｊ
１
昇
格
に
向
け
て
今

シ
ー
ズ
ン
を
戦
っ
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
る
。

レ
ノ
フ
ァ
山
口

萩
市
を
含
む
山
口
県
内
全
市
町
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
化

　
河
村
社
長
は
、
佐
々
並
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
佐
々
並
小

中
学
校
を
経
て
山
口
高
校
に
進
学
し
た
。

　
山
高
時
代
に
は
３
年
連
続
で
全
国
選

手
権
に
出
場
、
２
年
時
に
は
ベ
ス
ト
８

入
り
す
る
な
ど
活
躍
し
た
。
高
校
卒
業

後
は
マ
ツ
ダ
な
ど
実
業
団
、
横
浜
フ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
ス
、
福

岡
ブ
ル
ッ
ク
ス
な
ど

に
所
属
し
た
。

　
１
９
９
５
年
、
現

役
を
引
退
し
帰
郷
、

現
レ
ノ
フ
ァ
山
口

Ｆ
Ｃ
ア
カ
デ
ミ
ー

の
指
導
者
を
経
て
、

２
０
１
２
年
に
は
レ

ノ
フ
ァ
の
監
督
を
務

め
た
。

レ
ノ
フ
ァ
山
口
FC
の
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
レ
ノ
丸
」

佐々並出身の河村孝社長
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■
「
京
畿
世
界
陶
磁
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

　
人
間
と
生
を
素
材
に
し
た
現
代
陶
磁

作
品
で
、
三
輪
休
雪
の
作
品
が
出
展
さ

れ
ま
す
。

４
月
22
日
（
土
）
～
５
月
28
日
（
日
）

韓
国　
利イ

チ
ョ
ン川市　

利
川
セ
ラ
ピ
ア

■
「
茶
の
文
化
ー
箱
か
ら
飛
び
出
す
小

さ
な
宇
宙
」

　
納
冨
晋
の
青
萩
茶
盌
な
ど
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

６
月
15
日
（
木
）
～
７
月
20
日
（
木
）

米
国　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
ク
ラ
ブ

■
ふ
る
さ
と
萩
・
小
川
会

　
旧
田
万
川
地
域
小
川
の
関
東
地
区
同

郷
会
。

６
月
４
日
（
日
）
正
午
～
午
後
３
時

東
京
都
品
川
区
大
崎
１
︲
６
︲
３

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
０
９
０・９
６
７
３・２
２
９
６
）佐
伯

■
第
１
回
自
治
体
合
同
物
産
展　
お
す

す
め
ふ
る
さ
と
マ
ル
シ
ェ

５
月
３
日
（
水
）
～
４
日
（
木
）

萩
市
な
ど
10
市
が
参
加
し
、
チ
ョ
ン
マ

ゲ
ビ
ー
ル
、
忠
小
兵
衛
か
ま
ぼ
こ
な
ど

を
販
売
。

東
京
都
台
東
区
浅
草
２
︲
６
︲
７　

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
３
階

（
０
３・５
８
２
８・５
０
５
５
）

■
「
三
輪
和
彦　
個
展
」

５
月
16
日
（
火
）
～
22
日
（
月
）

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
高
島
２
︲
18

そ
ご
う
横
浜
店

（
０
４
５・４
６
５・２
１
１
１
）

■
「
水
津
和
之　
作
陶
展
」

６
月
29
日
（
木
）
～
７
月
４
日
（
水
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
︲
１
︲
25

池
袋
東
武
百
貨
店
６
Ｆ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
０
３・３
９
８
１・２
２
１
１
）

■
東
海
指
月
会

　
東
海
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

６
月
18
日
（
日
）
正
午
～
午
後
２
時

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
（
名
古
屋
駅

前
通
り
ユ
ニ
モ
ー
ル
地
下
街
11
番
出

口
）

名
古
屋
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
３
階
鶴
の

間（
０
５
６
６・９
９
４・０
６
９
）
吉
岡

■
つ
ば
き
会
関
西
支
部

　
関
西
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

６
月
17
日
（
土
）
正
午
～
午
後
３
時

大
阪
市
中
央
区
天
満
橋
京
町
（
地
下
鉄

天
満
橋
駅
下
車
）

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
３
階
錦
城
閣

（
０
６・６
３
８
９・１
５
４
７
）
烏
田

■
関
西
山や

ま
な
み峡
会

　
旧
旭
村
・
川
上
村
の
関
西
地
区
同
郷

会
。

６
月
25
日（
日
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

大
阪
市
都
島
区
網
島
町
（
Ｊ
Ｒ
東
西
線

大
阪
城
北
詰
駅
か
ら
徒
歩
１
分
）

太
閤
園

（
０
７
４
２・４
１・２
０
２
３
）
青
水

■
「
岡
田
泰
・
渋
谷
英
一　
萩
焼
二
人

展
」

４
月
26
日
（
水
）
～
５
月
２
日
（
火
）

大
阪
市
阿
倍
野
区
阿
倍
野
筋
１
︲
１

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店

（
０
６・６
６
２
４・１
１
１
１
）

■
藤
田
美
術
館
「
ザ・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　
春
季
と
秋
季
に
所
蔵
品
に
よ
る
企
画

展
。
９
件
の
国
宝
な
ど
約
50
件
の
藤
田

伝
三
郎
ゆ
か
り
の
作
品
を
展
示
。

３
月
４
日
（
土
）
～
６
月
11
日
（
日
）

大
阪
市
都
島
区
網
島
町
10
︲
32　

藤
田
美
術
館

（
０
６・６
３
５
１・０
５
８
２
）

■
「
岡
田
裕
・
泰　
父
子
展
」

６
月
13
日
（
火
）
～
19
日
（
月
）

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
小
野
柄
通
８
丁

目
１
︲
８
︲
８

神
戸
そ
ご
う

（
０
７
８・２
２
１・４
１
８
１
）

■
つ
ば
き
会
広
島
支
部

　
広
島
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

７
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～

広
島
市
南
区
金
屋
町
１
︲
17

ワ
ー
ク
ピ
ア
広
島（
旧
広
島
労
働
会
館
）

（
０
８
０・６
３
３
２・１
１
５
９
）
土

佐
岡

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

海　

外

中
国
地
区

関
東
地
区

東
海
地
区

東京 5/27（土）～ イオンシネマ日の出 042・588・0722
東京 5/27（土）～ 船橋シネパル 03・5658・3230
千葉 5/20（土）～ イオンシネマユーカ

リが丘 043・463・9922
埼玉 5/13（土）～ イオンシネマ大宮 048・654・9494
茨城 5/13（土）～ イオンシネマ守谷 0297・47・0101
群馬 5/20（土）～ イオンシネマ太田 0276・47・8277

○関東地区（東京・横浜は 12 ページ）

映画「八重子のハミング」劇場案内

○東北・北海道地区

北海道 6/17（土）～ ディノスシネマ
ズ札幌劇場 011・221・3802

青森 6/17（土）～ フォーラム八戸 0178・38・0035
宮城 6/17（土）～ フォーラム仙台 022・728・7866
山形 6/17（土）～ フォーラム山形 023・632・3220
福島 6/17（土）～ フォーラム福島 024・533・1515

○中国・四国地区
岡山 5/6（土） 岡山メルパ 086・221・0122
広島 5/13（土）～ イオンシネマ広島 082・261・1310
山口 5/13（土）～ イオンシネマ防府 0835・22・9066
山口 5/13（土）～ ＭＯＶＩＸ周南 0833・45・2600
山口 好評上映中 

5/12（金）まで 萩ツインシネマ 0838・26・6705

香川 5/6（土）～ イオンシネマ宇多
津 0877・49・8450

愛媛 5/6（土）～ イオンシネマ今治
新都市 0898・25・8107

○関西・東海地区
大阪 5/13（土）～ シネ・リーブル梅田 06・6440・5930
京都 6/24（土）～ 京都シネマ 075・353・4723
兵庫 6/3（土）～ 元町映画館 078・366・2636
奈良 5/13（土）～ イオンシネマ西大和 0745・31・7172

和歌山 5/13（土）～ イオンシネマ和歌山 073・456・5055
愛知 5/6（土）～ 名演小劇場 052・931・1701

○九州地区
福岡 6/3（土）～ シネプレックス小倉 0570・783・460
鹿児島 6/3（土）～ ガーデンズシネマ 099・222・8746

※上映時間など詳細については各劇場にお問い合わせください。
※劇場情報は決定次第「八重子のハミング」公式ホームページ
の劇場案内が順次更新されます。劇場案内は 4 月 24 日現在。
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羽
倉
義
征　
　
　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

嶋
沢
裕
志　
　
　
　
（
千
葉
県
松
戸
市
）

中
野
恵
子　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

松
浦
好
洋　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

エ
ー
プ
ラ
ス
株
式
会
社（
東
京
都
中
央
区
）

瀧
口
純
三　
　
　
　
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

玉
井
清
太
郎　
　
　
（
大
阪
府
豊
中
市
）

田
村
礼
子　
　
　
（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）

（
２
月
21
日
～
４
月
20
日　
８
人
）

◦
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
（
６
ペ
ー
ジ
）
で
触

れ
て
い
る
よ
う
に
、
萩
を
巣
立
っ
て
い

く
高
校
生
た
ち
に
、
野
村
前
市
長
は
四

半
世
紀
近
く
激
励
し
続
け
た
。
市
長
退

任
は
一
時
代
の
終
わ
り
を
感
じ
る
。

◦
こ
れ
ま
で
同
様
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
萩
の
姿
を
伝
え
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
特
別
参
与　
山
本
）

編
集
後
記

■
広
島
指
月
会

　
広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

７
月
15
日
（
土
）
午
後
３
時
～

広
島
市
南
区
的
場
（
広
島
駅
か
ら
徒
歩

５
分
）

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

（
０
８
２・２
８
７・１
５
０
６
）
西
村

■
「
山
口
伝
統
工
芸
展
２
０
１
７
巡
回

展
」

　
岡
田
泰
、
松
尾
優
子
の
作
品
が
受
賞

し
ま
し
た
。

５
月
16
日
（
火
）
～
22
日
（
月
）

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27

そ
ご
う
広
島
店
美
術
画
廊
（
選
抜
展
）

（
０
８
２・２
２
５・２
１
１
１
）

■
つ
ば
き
会
山
口
支
部

　
山
口
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

６
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～

山
口
市
湯
田
温
泉
４
︲
５
︲
２

ホ
テ
ル
か
め
福

（
０
８
３・９
３
２・３
５
９
９
）
中
嶋

■
「
山
口
伝
統
工
芸
展
２
０
１
７
巡
回

展
」

　
岡
田
泰
、
松
尾
優
子
の
作
品
が
受
賞

し
ま
し
た
。

５
月
10
日
（
水
）
～
15
日
（
月
）

下
関
市
竹
崎
町
４
︲
４
︲
10

下
関
大
丸
７
階
文
化
ホ
ー
ル

（
０
８
３・２
３
２・１
１
１
１
）

■
「
吉
田
松
陰
肖
像
画
の
絵
師　
松
浦

松
洞
」

４
月
18
日
（
火
）
～
５
月
21
日
（
日
）

山
口
市
春
日
町
８
︲
２

山
口
県
立
山
口
博
物
館

（
０
８
３・９
２
２・０
２
９
４
）

■
高
杉
晋
作
没
後
１
５
０
年
記
念
企
画

展　
焦
心
録
「
晋
作
が
翔
け
た
下
関
」

４
月
１
日
（
土
）
～
５
月
28
日
（
日
）

下
関
市
長
府
川
端
２
︲
２
︲
27

下
関
市
立
歴
史
博
物
館

（
０
８
３・２
４
１・１
０
８
０
）

■
「
森
川
翠す

い
す
い
水
・
水
墨
画
展
」

　
萩
高
校
昭
和
38
年
卒
、
東
京
都
在
住

の
墨
画
家
の
個
展
。

８
月
17
日
（
木
）
～
29
日
（
火
）

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

（
０
８
３
８・２
５・１
２
３
４
）

■
萩
博
物
館
特
別
展
高
杉
晋
作
没
後

１
５
０
年
記
念
「
高
杉
晋
作
の
決
意　

明
治
維
新
へ
の
助
走
」
図
録

編
集
・
執
筆　
一
坂
太
郎
（
萩
博
物
館

特
別
学
芸
員
）

定
価　
１
０
０
０
円
（
税
込
）

■
ラ
ジ
オ
深
夜
便

５
月
４
日
（
木
・
祝
）
午
前
４
時
～

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一

　
短
歌
を
通
し
た
妻
の
介
護
に
つ
い
て
、

映
画
「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」
原
作
者

の
陽
信
孝
さ
ん
が
出
演
（
約
40
分
）。

①
映
画
「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
升
毅
、
佐
々
部
監
督
の
サ

イ
ン
入
り
）
を
１
名
様

②
「
高
杉
晋
作
の
決
意　
明
治
維
新
へ

の
助
走
」
図
録
を
１
名
様

③
高
杉
晋
作
グ
ッ
ズ
（
Ｂ
５
ノ
ー
ト
、

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
一
筆
箋
）
を
３
名

様　
萩
・
下
関
高
杉
晋
作
広
域
連
携
事

業
協
議
会
提
供

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
５
月
20
日（
消
印
有
効
）。

出
版
情
報

テ
レ
ビ
・
映
画
情
報

プ
レ
ゼ
ン
ト

萩
市
関
係

山
口
県
関
係

道迫真吾（萩博物館主任学芸員）
Ａ 5 版　80 ページ　620 円（税込）

　２０１５年、萩城下町、萩反射炉、
恵美須ヶ鼻造船所跡、大板山たたら製
鉄遺跡、松下村塾の５つの資産を含む

「明治日本の産業革命遺産ー製鉄・製
鋼、造船、石炭産業ー」が世界遺産に
登録された。幕藩領主が海防強化の必
要から西洋技術を取り入れ、工業化初
期に試行錯誤を重ねた典型例と評価さ
れる萩の資産の歴史的経緯・価値を解
説する。特に松下村塾の工学教育への
影響について詳説する。

小山良昌（毛利博物顧問）
Ａ 5 版　70 ページ　620 円（税込）

　13 代萩藩主毛利敬親は、その人柄
は温厚、剛健。先見性に優れ、国内外
の情報を積極的に収集し、人材の登用、
藩財政の再建、明倫館を移転拡充して
文武の奨励、社会的弱者の救済など善
政を行い、幕府の表彰を受けた。また、
唯一の皇族系大名として「戊午の密勅」
を受けると、天朝を守衛するため西洋
兵法を採用し、軍備の洋式化・増強化
を図り、思慮深い政治力、指導力によ
り明治維新に導いた名君毛利敬親の実
像を紹介する。

一般社団法人 萩ものがたり事務局
☎ 0838・25・3233

申し
込み

53 名君　毛利敬親 萩ものがたり
ブックレットシリーズ

54 萩の世界遺産
−日本の工業化初期の原風景−

新刊案内
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5月1日㊊～5日㊎・㊗ 9:00～17:30
◇萩焼まつり
5月3日㊌・㊗～4日㊍・㊗ 10:00～15:00
◇萩・大茶会
5月3日㊌・㊗～4日㊍・㊗ 10:00～17:00

※４日は16:00まで
◇萩往還まつり「技・明木展」
　

5月13日㊏～21日㊐
◇萩オープンガーデン
5月13日㊏～5月14日㊐ 10:00～16:00
◇萩・夏みかんまつり
　

5月21日㊐ 9:00～15:00
◇浜崎伝建おたから博物館
6月3日㊏ 17:30～22:00
◇ホタルまつり in やまだ
6月4日㊐ 9:30～13:30
◇萩の和船大競漕 おしくらごう
　

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ン ト カ レ ン ダ −べイ

萩市民体育館

指月公園・旧久保田家住宅ほか

かんきつ公園、旧田中別邸

浜崎本町筋周辺

乳母の茶屋周辺

市内 27 カ所の庭園

橋本川下流

山田天神橋周辺

全国のネットワーク会員に、年6回隔月で郵送
発行月　1・3・5・7・9・11月号

（1994年10月創刊）
会費　一般2,000円、特別賛助10,000円
会員数　1,677人

ふるさと情報紙「萩ネットワーク」
萩ネットワーク協会　☎0838・25・3178

4月29日（土・祝）～6月25日（日）

色絵磁器の最高峰
「今右衛門の色鍋島展」

5月7日（日）まで

【特別展】高杉晋作没後 150 年記念

「高杉晋作の決意」　明治維新への助走

　晋作の上海日記「遊清五録」、
「御楯組血盟書」、宮内庁所蔵
「晋作書簡」（桂小五郎・井上

聞多あて）、「柳生新影流伝書」
などの資料から、過激な攘夷
運動へと向かう決意の軌跡を
辿ります。
■観覧料　
一般 510 円、高校・大学生 310 円、
小・中学生 100 円
■休館日　年中無休

【企画展】萩夏みかん物語Ⅱ
　5 月13 日（土）～6 月11 日（日）
　萩の夏みかんについて再発見

　色絵磁器のわざと美の極致
を追及した「色鍋島」の伝統を、
近代以降も一貫して担ってき
た今泉今右衛門家。
　人間国宝である当代（十四
代）今右衛門にいたる崇高と
美について、「色鍋島」370 年
の歴史をさかのぼって紹介し
ます。
■観覧料
一般 1000 円、70 歳以上
の方・学生 800 円、18 歳以下は無料
■休館日　5 月15 日、29 日、6 月12 日のいずれも月曜日

萩・大茶会

5３～４

浜崎伝健
おたから博物館

521

萩・夏みかんまつり

5 1３～1４


